
（第三種郵便物認可）２０１４年８月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

９
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

40
人　

講
師　

 

永
瀬
佳
孝
氏
（
森
之
宮
医
療
大
学
大
学
院
保
健
医
療

学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
南
部
地
区

歯
科
診
療
に
役
立
つ
口
腔
解
剖
学
の
基
礎

日
時　

９
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

西
山
暁
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
顎
関
節
口
腔
機
能
学
分
野
助
教
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

９
月
度
生
涯
研
修

顎
関
節
症
は
こ
わ
く
な
い
！

―
病
態
治
療
と
病
因
治
療（
Ｔ
Ｃ
Ｈ
を
中
心
に
）―

日
時　

10
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午 

会
場　

 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
会
議
室
（
保
険
医
ま
つ
り
会

場
隣
）

　
　
　

 

大
阪
市
中
央
区
本
町
橋
２
番
５
号
（
地
下
鉄
堺
筋
線

・
中
央
線
の
「
堺
筋
本
町
」
駅
の
12
番
出
口
か
ら
徒

歩
６
分
）

講
師　

 

樋
口
鎮
央
氏
（
技
工
士
、
和
田
精
密
歯
研
㈱
常
務
取

締
役
）

報
告
者　

中
島
勇
人
氏
（
東
成
区
開
業
）　
　

定
員　

60
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

 

歯
科
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
か

ら
、
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
、
調
整
・
研
磨
、
材
料
、
向

き
不
向
き
の
症
例
な
ど
の
説
明
と
、
こ
の
間
取
り
組

ま
れ
た
歯
科
医
師
か
ら
注
意
点
や
感
想
を
報
告
す
る

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
主
催

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
用
い
た
歯
冠
修
復
―
成
功
の
ポ

イ
ン
ト 日

時　

９
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
・
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
主
催

口
腔
外
科
シ
リ
ー
ズ
企
画
第
３
弾

「
歯
科
に
お
け
る
抗
菌
薬
の
使
い
方
」

　

こ
の
夏
は
、
涼
を
求
め
て

箕
面
郊
外
の
勝
尾
寺
（
か
つ

お
う
じ
）
を
訪
ね
た
。
箕
面

駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
15
分
、

　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が

８
月
２
〜
４
日
に
国
際
会

議
、
４
〜
６
日
に
本
大
会
が

広
島
で
開
か
れ
、
国
連
・
各

国
政
府
代
表
、
世
界
の
反
核

平
和
運
動
の
代
表
、
日
本
の

草
の
根
運
動
の
代
表
が
集
っ

た
。
大
会
に
参
加
し
た
中
村

新
太
郎
、
中
西
幹
夫
両
理
事

の
リ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

◇

　

広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投

下
か
ら
69
年
が
経
っ
た
―
。

初
め
て
国
際
会
議
か
ら
世
界

大
会
に
参
加
し
た
。
原
爆
資

料
館
を
訪
ね
る
機
会
も
得

た
。
広
島
は
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
い
「
地
獄
」
と
化
し
、

21
万
も
の
命
が
奪
わ
れ
、
生

き
延
び
た
人
も
今
な
お
苦
し

み
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
核
兵
器
が
、

「
破
滅
的
で
、
非
人
道
的
な

結
果
を
も
た
ら
す
」
こ
と
を

語
る
。

　

国
際
会

議
に
は
18

カ
国
の
参

加
が
あ

り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国

の
運
動
や

問
題
意
識

を
交
流
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

　

３
つ
の

セ
ッ
シ
ョ

ン
に
分
か

れ
て
参
加

者
ら
は
討

論
を
深
め
た
。
核
兵
器
の
非

人
道
性
の
問
題
を
テ
ー
マ
に

し
た
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
反
核
医
師
の
会
（
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｗ
）
会
員
と
し
て
会
の
役

割
や
立
場
を
再
確
認
し
、
更

な
る
情
熱
を
注
ぐ
決
意
を
固

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

非
人
道
的
な
核
兵
器
の
実

相
を
伝
え
、
広
げ
る
こ
と
こ

そ
が
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
世

論
づ
く
り
の
最
初
で
最
大
の

一
歩
で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
は
被
爆
70
年

を
迎
え
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
か
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不

拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
に

向
け
て
、
核
保
有
国
は
じ
め

す
べ
て
の
政
府
に
対
し
て
核

兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始

を
要
求
し
、「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
の
実
現
を
強
く
迫

る
世
論
と
行
動
を
示
す
こ
と

を
確
認
し
合
っ
た
。

　

草
の
根
か
ら
の
行
動
を
力

に
、
諸
国
政
府
、
自
治
体
な

ど
の
公
的
機
関
、
宗
教
団
体

な
ど
と
の
共
同
を
大
き
く
広

げ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
数
多

く
の
署
名
を
届
け
、
国
際
会

議
や
平
和
行
進
な
ど
の
行
動

に
結
集
し
よ
う
と
国
際
会
議

は
呼
び
か
け
た
。

　

今
回
の
世
界
大
会
は
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
て
参

加
者
の
意
識
の
向
上
、
意
志

の
一
致
、
行
動
の
情
熱
を
高

め
る
広
大
な
共
同
と
連
帯
の

機
会
に
な
っ
た
。
私
も
大
阪

に
戻
り
大
阪
で
目
標
と
す
る

１
０
０
万
署
名
に
尽
力
し
、

「
核
兵
器
な
く
せ
」
の
世
論

を
広
げ
る
決
意
を
新
た
に
し

た
。

（
富
田
林
市
・
中
村
新
太
郎
）

徒
歩
な
ら
２
時
間
を
要
す
る

山
寺
で
あ
る
。
西
国
三
十
三

所
に
数
え
ら
れ
、
紅
葉
の
時

期
と
も
な
れ
ば
、
大
型
バ
ス

が
列
を
な
し
、
た
い
そ
う
な

人
出
と
な
る
そ
う
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
広
い
境
内
は
整

備
が
行
き
届
き
、
見
ど
こ
ろ

が
多
い
。

宝
塔
と
は
趣
を
異
に
す
る

が
、
日
本
最
初
の
荒
神
社
と

さ
れ
る
「
三
宝
荒
神
社
」
や

法
然
上
人
が
４
年
間
修
業
し

た
「
二
階
堂
」
は
観
て
お
き

期
、
草
庵
を
構
え
た
善
中
、

善
算
両
上
人
を
師
と
す
る
、

桓
武
天
皇
異
母
兄
・
光
仁
帝

皇
子
開
成
が
、
弥
勒
寺
を
創

建
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
源

平
内
乱
の
戦
火
で
堂
は
焼
失

し
た
が
、
現
存
す
る
薬
師
堂

は
源
頼
朝
、
本
堂
と
山
門
は

た
い
。
二
階

堂
へ
至
る
坂

道
が
き
つ
い

　

山
門
を
抜

け
、
錦
鯉
の
泳

ぐ
大
き
な
池
の

脇
を
過
ぎ
る

と
、
重
厚
な
石

垣
が
見
え
て
き

た
。
石
垣
を
巻

こ
の
信
仰
は
平
安
時
代
に
遡

り
、
寺
名
の
由
来
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

六
代
座
主
の
行
巡
が
、
清

和
帝
の
病
を
祈
祷
で
治
し
た

こ
と
に
、
喜
ん
だ
天
皇
が

「
こ
こ
は
ま
さ
に
王
に
勝
っ

た
寺
、
勝
王
寺
で
あ
る
」
と

命
名
し
た
が
、
寺
側
は
あ
ま

り
に
畏
れ
多
い
と
「
王
」
を

「
尾
」
に
し
て
、「
勝
尾

寺
」
と
称
す
る
様
に
な
っ
た

と
の
こ
と
。
以
来
、「
勝
運

の
寺
」
と
し
て
広
く
信
仰
を

受
け
、
古
く
は
源
氏
、
足
利

氏
ら
歴
代
の
将
軍
や
武
将
達

が
勝
運
を
祈
り
、
参
拝
を
重

ね
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
今

で
は
、
ガ
ン
バ
大
阪
が
毎

年
、
詣
で
る
寺
と
し
て
知
る

人
も
多
い
。
境
内
で
は
至
る

所
に
達
磨
が
飾
ら
れ
、
お
土

産
の
一
番
人
気
で
も
あ
る
。

　

日
本
の
社
会
で
は
い
つ
の

頃
か
ら
か
「
勝
ち
組
」「
負

け
組
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が

定
着
し
、
世
知
辛
い
時
代
に

な
っ
た
が
、
歯
医
者
の
世
界

も
同
じ
で
あ
る
。

　

安
倍
政
権
に
押
さ
れ
っ
ぱ

な
し
に
思
え
る
こ
の
頃
だ

が
、
転
ん
で
も
起
き
上
が
る

達
磨
の
よ
う
な
精
神
で
、
歯

科
医
療
の
改
善
運
動
に
向
き

合
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

 

（
新
聞
部
・
三
木
正
弘
）

く
よ
う
に
坂
道
を
上
る
と
、

朱
色
の
本
堂
が
建
っ
て
い

る
。
木
々
の
繁
っ
た
長
い
階

段
を
上
が
る
と
多
宝
塔
に
着

く
。
４
〜
５
月
に
な
る
と
、

階
段
の
両
側
を
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

が
彩
る
そ
う
だ
。

　

朱
色
の
派
手
な
本
堂
や
多

た
め
か
、
訪
れ
る
人
も
少
な

く
ひ
っ
そ
り
と
し
た
風
情
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

寺
の
草
創
は
１
３
０
０
年

前
に
遡
る
。
奈
良
時
代
初

豊
臣
秀
頼
の
再
建
で
あ
る
と

さ
れ
る
。

　

勝
尾
寺
は
、
勝
負
信
仰
で

知
ら
れ
る
。
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
の
が
達
磨
で
あ
る
。

264

達
磨
と
勝
負
信
仰
の
古
寺

核
兵
器
は
人
道
上
許
さ
れ
ぬ

勝勝か
つ
　
お
う
　
じ

か
つ
　
お
う
　
じ

尾
寺
尾
寺

歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（05）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

売り物件（東大阪市）
2000万円　東大阪市新石切
マンション１F　テナント（分譲）
チェア３台

賃貸（箕面方面）　200万円
賃料200,000円　配管のみ

賃貸（大阪市中央区）
350万円　賃料500,000円
１Ｆ48坪　弁天町駅２分
スケルトン渡し

賃貸（緑橋）　200万円
賃料220,000円　レントゲン
引渡し９月以降

国際会議後に世界各国の参加者と記念撮影する
中村理事（右から３人目）＝８月４日、広島市

木
々
が
繁
っ
た
多
宝
塔
へ
続
く
階
段

2014

①

原水爆禁止原水爆禁止
世界大会世界大会
リポートリポート

日
時　

９
月
28
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
現
地
集
合
）

会
場　

 

大
山
崎
山
荘
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
、
阪
急
大
山
崎

駅
徒
歩
10
分
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
は
入
館
無
料

定
員　

30
人

内
容　

 

モ
ネ
の
名
作
「
睡
蓮
」
ほ
か
、
絵
画
や
陶
磁
器
な
ど

の
展
示
を
見
学
し
ま
す

※
終
了
後
、
昼
食
懇
親
会
（
会
費
３
千
円
）
有
り
。
希
望
者

の
み

三
島
地
区
文
化
企
画

大
山
崎
山
荘
美
術
館
で
ア
ー
ト
な
お
散
歩


